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SOMATOM go.Topの
見えない真実

製鉄記念広畑病院

林　圭吾

はじめに
　皆さんがCTを導入する時、どんな条
件をもとに検討するだろう？心臓CTや
救急撮影など、ある種の診療に特化した
CT？または具体的にDual Sourceや320
列、高精細CT？それともDual Energyが
できるCT？色々と必要な機能や条件が
あるでしょう。未来を見据えた選定基準。
羨ましい限りである。当院はと言えば、
そんな検討相談が現場になく購入が決定
し、 ア ジ ア 1 号 機 と し て SOMATOM 
go.Top（以下、go.Top）が突然やってき
た。本当の話です…。
　そんな経緯で導入されたgo.Topユーザ
ーが、〜近未来的CT SOMATOM go.Top
〜の魅力について紹介させていただく。

魅力その❶ 
〜Tablet〜

　先ずはgoシリーズのチャームポイン
トであるTablet（図1）。近未来的で、か
っこいい。撮影に関する最小事項が完結
するような機能が搭載されており、当院
ではお手製のTablet台に据え置きし、患
者選択→撮影プロトコル選択→撮影範囲
の 決 定、 こ れ ら の 選 択 操 作 をSmart 
Phone感覚のTouch操作で行っている。
それだけ？と思われるかもしれないが、
これで十分。Touch操作をしながら、撮
影患者さんのHIS、RISの確認や造影用の
生理食塩水の準備なども余裕をもって作
業ができる。さらに、患者さんとのコミ
ュニケーションの時間が増え、満足度の
高い検査が行えるようになったのが、
Tabletの最大の魅力と考える。

魅力その❷ 
〜Minimum Stress〜

　go.Topを使い出して、なくなったスト

んとのコミュニケーションやベッドへの
移行時の補助もしやすく、充実したサー
ビスが提供できるようになった。これら
が、技師だけでなく患者さんにも貢献す
るMinimum Stressの魅力である。

魅力その❸ 
〜Almighty〜

　go.Topは低被ばく撮影をはじめ、低管
電圧撮影、Dual Energy撮影など多岐に
わたる撮影ができる。どの撮影も患者さ
んにとって利益となる撮影ばかりである。
　低被ばく：検診用胸部撮影はTin filter 
technologyの 効 果 に よ っ てCTDIvol 約
1mGyで実施している。
　低管電圧撮影：頭部造影検査以外は
90kVの造影撮影を行っており、従来に
比べて造影剤量は60％（図3）。100mL
ですべての体重の造影検査が行えるよう
になった。さらにCTDIvol 約7mGyの低
被ばくで撮影できている。また、30秒
注入法で行うにあたって、注入速度は格
段に下がり、造影剤アレルギーの発症率

レスがいくつもある。それは、X線管冷
却時間やリコン待ち、ベッド移動やボタ
ン操作の緩慢さ、WorkStationの作業な
どである。
　X線管：Athlonで熱容量は17.5MHU。
Stratonに比べれば小さいが、実際どん
な体型・体勢の患者さんでも冷却時間で
待たされることは全くない。
　リコン：go.Topでは、撮影終了後のリ
コン命令時に、適用スライス厚のAxi・
Cor・Sagの3方向を1つのリコンジョブ
で行える。しかも、オートで3軸の修正
が行われるため、ほぼ手動での修正操作
はない（図2）。1患者撮影後に再度その
患者データを開くことがなくなり、作業
効率が格段に上がることによって、スト
レスがかなり軽減された。その余裕がで
きることで、1日の検査終了後にへとへ
とになりながらのWorkStaitonの作業が
減っている。
　ベッド移動、ボタン操作：go.Topはボ
タン操作がリモコンになっており、ガン
トリから離れて操作することができる。
技師の動作が非常に自由になり、患者さ

図1	 モバイルワークフローCTというネーミングの所以であるTablet。Tabletを活用することで満足度の
高い検査が行えるようになった。
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も格段に下がっている。
　Dual Energy撮影：血管系3D-Angioに
適 用。 物 質 分 別 を 用 い る こ と で、
WorkStaitonでの骨抜き作業が不要とな
った。これらがgo.TopのAlmighty性であ
り、できない撮影がなくなったことで、
診療放射線技師の不安やストレスも軽減
していることが魅力といえる。

　以上、go.Topの魅力について語らせて
いただいた。当院の撮影件数は1日平均
50件（多い日では70件）。1時間に約8件。
CT担当は2人でTablet側とConsole側に
分かれて業務を行っている。go.Topの持
つ魅力的なポイントにより、業務のスリ
ム化が行えたことや、役割分担がハッキ
リとしたことで技師にとっての負担が軽
くなった。もし、これから出てくる新し
い技術によって、診療放射線技師の作業
負担が増えるようではツライだけで、こ
れは本当に死活問題である。導入から今
日までの間、自分たちの病院で必要にな
るCTとはどういうものなのか、本当に
考えさせられた。その中で、このgo.Top
は（勝手に来たのにと言いたい気はする
が…）、未来へ続くCTということだな、
と思うようになっている（図4）。

図3	 臨床画像
	 57歳。女性。体重79.11kg。両手を下ろした状態での胸腹部単純／造影撮

影。中央）単純画像：Tin	 Filter(Sn)を使用、Sn140kV。CTDIvolは
11.66mGy。右）造影画像：低管電圧90kVで撮影。使用造影剤はヨード量
370mgI、注入量67mL。一般的に、体格の大きな方の腕下ろし撮影でしばし
ば問題とされるアーチファクトは、単純／造影ともに気にならない画像が出て
いる。

図2	 リコン画面
	 リコン操作画面。リコン調整用の4画像は最終診断用の画像ではなく原画像

であるが、クオリティが高いので3方向のズレを修正しやすい。また、画像下部
にて任意のリコン条件を並べて確認することが可能であり、非常に使いやす
い。

図4	 SOMATOM	go.Topには近未来的CTと呼べる、これまでにないたくさんの魅力がつまっていた。
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